
ワクチン接種の推進に向けた今後の施策展開①

新入生、新社会人を迎えるこの機会を捉え、リバウンド警戒期間
にワクチン接種を強力に推進
大規模接種会場において新たに団体接種を開始
企業単位、大学単位でまとめて予約を受付
l主な対象 企業・大学等（都内在住・在勤・在学）
l申込方法 コールセンター（０５７０－０３４－８９９）にて対応
l最小人数 10人以上（クラスやサークル、ゼミ単位も可）
l使用ワクチン （18歳以上）武田／モデルナ社製 （12歳以上）ファイザー社製
l接種会場 都の大規模接種会場９か所（南・北展望室、行幸地下、多摩センター、立川南、

立川高松、乃木坂、都立大荒川、都立大南大沢）
l予約受付開始 令和４年４月11日（月）
lその他 原則として接種券持参



✔ 新入生・新社会人を迎える機会を捉えて、企業・大学に、都知事が要請文を発出、
都職員が直接訪問し、都大規模接種会場での団体接種の利用をPRなど接種を呼び掛け

企業・大学への働きかけ

社会活動との両立の観点から飲食店・観光業と連携

✔ 飲食店や旅行会社等を連休前に集中的に訪問し、来店者・従業員への接種呼びかけを依頼
✔ TOKYOワクションの積極的な活用

ワクチン接種の推進に向けた今後の施策展開②

広報展開の強化
ü 経済団体（東京商工会議所等）のメルマガ・SNS発信により、会員企業にアプローチ
ü 新宿西口等のデジタルサイネージで、大規模接種会場などを周知
ü 都営交通を活用したＰＲ（地下鉄各駅でのポスター掲示）



大学等へのＴＯＫＹＯワクチンバスの派遣
✓ 職域接種未実施の大学の学生などに対し、

「TOKYOワクチンバス」による追加接種の機会を提供

① 都内の大学に在籍する大学生
（職域接種未実施の約120大学）

② 12～17歳の学齢期児童

③ 障害者施設・事業所等

※合宿所や学生寮等でも追加接種を実施



保健・医療提供体制の全体像

直接申込

111

発熱相談
センター
340回線に
増強

保健所支援
機能強化等

検 査
行政検査
約10万件/日

要
入
院

宿
泊
療
養

自
宅
療
養

陽性判明直後からの観察

比較的症状が重く、入院と
なる可能性がある方等

50歳以上 又は
基礎疾患がある方等

入
院
酸素・医療提供ステーション

医療機関

入院待機ステーション

宿泊療養施設

感染拡大時療養施設

＋

往診体制
の強化

経口薬
中和抗体

提供体制
確立

都内全域

ｵﾝﾗｲﾝ診療

広域実施
医療機関
指定

保健所

人材確保等

診
療
・検
査
医
療
機
関

陽
性

診
断･

療
養
方
針

入
院
判
断

うちさぽ東京
(自宅療養ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ)
体調変化時に
療養者が自ら電話

療
養
者
自
身
で

健
康
観
察

入
院
不
要

医
師
等
が
健
康
観
察

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ

保健所

医療機関

入院調整

療養調整

職員派遣
による
体制強化

業務の
重点化

体調変化

都民

高齢者施設等往診

医療機能強化型
高齢者等医療支援型
妊婦支援型

10施設開設

子どもへの

往診

無料検査
約３万件/日

集中的検査
対象拡大

濃厚接触者へ
の検査キット
配布

モニタリング サーベイランス（変異株PCR等） 専門家による知見
（東京ⅰＣＤＣ専門家ボード、医療体制戦略ボード）

診療・検査医療機関が
観察継続

業務の
ＤＸ化


